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代表  安藤 浩充
〒５４４–００１３  大阪市生野区巽中４－４－５
TEL. ０６－６７５８－０９７４　 FAX. ０５０－３７４７－８０６０
従業員／３名
主な取引先／大型変圧器などを手がける産業用電機

機器メーカー
主な保有設備／ＮＣ旋盤、マシニングセンター、ボール盤、

エンドミル研磨機、ダイヤモンド研磨機、
ベルトグラインダーなど

主力製品／重電などに使われる銅を中心とする
金属製品の切削加工

安藤製作所

銅製品の切削加工を高度化
熱伝導性を利用しヒートシンク開発

銅加工ノウハウ蓄積、小ロットや特注品が得意
銅は電気を通しやすいことから電線などによく使われて

いるが、熱も通しやすいことで古くから鍋などの調理用器具
にも使われている。その銅や銅を含む合金を切削加工し、
電力向けの端子や、熱を移動させるヒートシンクを手がけて
いる同社。昭和３８年１月の創業以来、銅の加工に関する
あらゆるノウハウを蓄積し、小ロットや特注品の製造を得意
とし、多様な顧客ニーズに対応している。

真ちゅう製水道管で創業
難削材の銅製品に挑戦

もともと同社は、銅と亜鉛の合金である真ちゅうを材料と
するバルブを製造する会社として、現代表の実父、安藤強氏
が個人創業した。真ちゅうは削りやすいため、同業者も多く
加工費が安かった。そこで、昭和６０年に入社した強氏の長男、
安藤浩充氏（現代表）は銅に着目。銅は真ちゅうに比べて粘り
があり、加工が難しいゆえに加工費も高い。「価格競争から抜け
出したい」とＮＣ（数値制御）旋盤を導入し、銅加工に挑んだ。

事業内容

切削技術を磨き
超高放熱性のヒートシンクを作る

情報通信技術の進展により今後、電子機器の需要増と
高性能化が予想される。しかし、電源制御用インバータやスー
パーコンピューターなどが高性能化すると、パワーモジュール
などに発生する熱がより高く広範囲になり、電子機器の性能、
寿命、安全性などに大きな影響を及ぼす。そこで、電気伝導
率と同様に熱伝導率も高い銅を使い、効果的に放熱する
ヒートシンクを製作する。

メタルソー、ＣＡＤ／ＣＡＭソフトなどで
最適化目指す

加工には、市販の厚さ０．４㎜の超硬ソリッドメタルソーを
用いる。切削の深さ、回数、方向などの条件を各案件に応じて
最適化するため、ＣＡＤ／ＣＡＭソフトを導入し、自動で加工
できる体制を整備。同時に、製品の精度を確認するため、画像
寸法測定器も導入した。これらの装置やシステムでヒートシンク
を開発し、電子機器業界など新たな顧客の獲得を目指す。

補助事業

「精密剣山」形状のヒートシンク完成
平成２９年１０月、まるで“精密で小さな剣山”の

ような試作品ができた。具体的には８００㎟の中に、
０．５㎜角、高さ３．６㎜の角柱が、わずか０．９㎜
間隔で立ち並ぶヒートシンクが完成。この非常に
小さく細かいヒートシンク「精密剣山」は、８００㎟の
面積を表面積７７１９．２㎟と９．６５倍に拡大して
おり、高い放熱効果を見込んでいる。さらに自動
プログラムにより、特別な技術を必要としない複雑
形状の加工を実現した。

ホームページに掲載
展示会でも新たな用途見つかる

試作品をホームページに載せると、平成３０年３月
にある研究機関からボイラの廃熱を吸収して発電に
使う受熱板の仕事が舞い込んだ。依頼の内容は、
４㎜角で高さ２７㎜の角柱が、８㎜間隔に林立する
製品で、大きさは「精密剣山」の約１００倍。安藤
代表は「従来品に比べ、吸熱性が高いと顧客から
好評」と自信を見せる。

さらに展示会にも積極参加しており、「精密剣山」の
かわいさがデザイナーの目にとまり、名刺スタンド
として文具への道も開けた。

具体的成果

受熱板は平成３１年４月から生産予定
受注拡大目指す

現在の仕事は、約８割が大型変圧器の銅加工で、
残りは生産現場などで使われる口金や、装飾用の
アルミ製椅子の脚などが占める。これらの仕事は
しっかり守りつつ、受熱板などの受注拡大を目指す。
受熱板は、平成３１年４月から生産が予定され、この
受熱板をさらに２倍にした製品の引き合いもある。
一方、銅製ヒートシンクは、アルミ製に比べて熱伝
導率の高さなどの各種比較データを収集し、ホーム
ページや展示会を通じてＰＲしていく考えだ。

法人化見据え、量産化によっては工場移転も
これら新事業の実現に向け、現在は平成３１年４月

の法人化を準備している。さらなる量産化や新たな
受注を見据え、今後は複数の５軸制御のマシニング
センターの導入や社員の採用を検討しており、それら
に伴う工場移転も視野に入れている。安藤代表は法人
化に向け生産体制を整え「２０２０年頃を目標に、
新規雇用は３名、売上高は現在の約１，８００万円から
４，０００万円程度に引き上げたい」と意気込む。代表
の銅製ヒートシンクへの期待は熱く、開発したヒート
シンクではとても冷やせそうにない。

今後の戦略

（左）試作品のヒートシンク　（右）生産を予定している受熱板

安藤代表は、２２歳時の昭和６０年に入社して以来、加工の難しい銅製品に
挑戦してきた。平成２５年の代表就任後も、３０数年間蓄積したノウハウを
生かし、ヒートシンクとして銅の新たな用途開発に取り組むなど、常に前向き
な姿勢がうかがえる。その思いが受熱板の受注につながったと推察される。
何事にも正面から真摯に取り組む姿勢が感じられ、それが製品にも反映され
ているようだ。良い成果となることを祈りたい。

前向きに正面から取り組む姿勢
製品に反映

https://studio-andou.com

人のお役に立つことをモットーに、銅製品に
関する情報や製品を提供しています。大手
研究機関や研究部門からも発注をいただ
いています。秘密厳守で、迅速に対応致し
ます。お困りごとがあれば、なんでもご相談
ください。

銅加工で世界が変わる。
開拓者、安藤製作所
代表  安藤 浩充
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